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(57)【要約】

〔目的〕入力音声信号のスペクトルをブロツク単位に分

割し，適応的情報割当てを行うことにより，音声品質の

劣化を少なくして，量子化効率を高める。

〔構成〕入力信号は，直交変換部１２で１フレ－ムを単

位にスペクトル変換され，平滑部１７において，別に求

められ，かつ量子化されたスペクトル包絡の情報で大域

的に平坦化され，分割部２１でｐ個ずつのブロツクに分

割される。なお，スペクトル包絡情報は，入力音声の線

形予測分析によるスペクトル包絡の推定１４後に，量子

化１８され，復号１９されて得られる。また，補助情報

の復号１９出力に応じてブロツクごとにビツト数を割当

２３で，ベクトル量子化２２を行う。そして補助情報と

量子化２２された波形情報は，合成されて復号器２５へ

送られる。

【特許請求の範囲】

【請求項１】（１）音声信号サンプル値系列を一定の個

数ごとに１フレームとし、１フレームごとに直交変換に

よりスペクトルを求め、適応的に量子化する符号化方式

において、上記スペクトルの包絡を求めてパワとともに

量子化して補助情報として符号化するスペクトル包絡抽

出手段と、その補助情報を復号する局部復号化手段と、

その復号された補助情報を使つて上記スペクトルを周波

数軸上で平坦化されたスペクトル信号系列とする平滑手

段と、その平坦化されたスペクトル復号系列を周波数軸

上でブロツクに分割するブロツク分割手段と、その分割

された各ブロツクに対して上記補助情報を使つて適応的

に情報割当を行う適応情報割当手段と、その割当によつ

て上記分割されたスペクトル信号系列をベクトル量子化

するベクトル量子化手段とを備えた音声の適応変換符号

化方式。

【請求項２】（２）音声信号のサンプル値系列を１フレ

ームを単位として分析して符号化する符号化方式におい

て上記音声信号を線形予測分析し、そのスペクトル包絡

を求め、パワとともに量子化し補助情報として符号化す

る線形予測分析手段と、その補助情報を復号する局部復

号化手段と、その復号された補助情報の線形予測係数に

よりフイルタ定数が制御されると共に上記音声信号のサ

ンプル値系列が入力されて残差信号を出力する逆フイル

タ手段と、その残差信号を１フレームごとに直交変換し

てスペクトルを求める直交変換手段と、このスペクトル

を周波数軸上でブロツクに分割するブロツク分割手段

と、その分割された各ブロツクに対して上記補助情報を

使つて適応的に情報割当を行う適応情報割当手段と、そ

の割当に従つて上記分割されたスペクトル残差信号系列

をベクトル量子化するベクトル量子化手段とを備えた音

声の適応変換符号化方式。
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